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１．１．１．１．目的と概要目的と概要目的と概要目的と概要    

本プロジェクトは、香川大学医学部祭においてこれまでより幅広い年齢層や地域の人を

招き、香川大学の活動と魅力を知ってもらうことを主眼において企画した。 

 

２．実施期間（実施日）２．実施期間（実施日）２．実施期間（実施日）２．実施期間（実施日） 

平成２９年７月１日から 平成２９年１０月８日まで 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等３．成果の内容及びその分析・評価等３．成果の内容及びその分析・評価等３．成果の内容及びその分析・評価等 

医学部祭において、以下のような企画を行った 

① 医療講演＋ミニライブ 

医療講演は本学医学部 OB の荻田和秀先生

に依頼した。荻田先生は本年度の 10 月より

シーズン２が放映されていることで話題の

ドラマ『コウノドリ』のモデルとして有名で

ある。内容は荻田先生が啓蒙活動を続けてい

る周産期医療に関してであった。 

ドラマの主人公は産婦人科医であり、また

ジャズピアニストでもある。荻田先生も実際

にジャズピアニストとして多くのライブを

行っており、今回香川県のジャズ演奏家の同

志とともに演奏を披露していただいた。 

この講演や演奏を目当てに遠方から来て

いただいた方も多く、多くの来場者に楽しん

でいただけた。 
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講演来場者 185 名中 125 名からアンケートの回答をいただき、講演は 99%、ミニライ

ブは 100%の方から良い印象を得たとの回答をいただけた。また多くの方から周産期医療

に興味を持てたと回答をいただけた。 

 

② ステージ企画「みんなでダンス」 

ステージ企画は例年本学の学生を中

心に行われることが多いが、今回は企

画の一部として地域の子供たちを招い

て一緒にダンスを行った。親子ともに

楽しんでいただき、幅広い年齢層に香

川大学に親しみをもっていただくよう

企画し、盛況のうちに終わらせること

ができた。 

 

 

③その他企画 

 様々な医療体験ができる医学展なども例

年通り行われた。また今年は香川県東讃保

健福祉事務所にも香川大学で初めてブース

を開いていただいた。これらの企画のため

に来場し、そのまま医学展に来て頂いた方

も多く、ここ数年で最高の来場者数を記録

した。（二日合計 802 名、前年比 103％） 

 

 ４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響    

医療講演を実施したことにより、医師のライフスタイルを地域住人の方々に伝えるこ

とで相互の理解が深まり、香川大学の医師の魅力も発信することができた。また地域住

民の方にも香川大学医学部の教育により一層興味をもってもらうことができ、さらに医

療講演だけでなくミニライブも行うことで、ドラマから興味を持った人でも気軽に参加

できるようになったため、医学に関心をあまり持っていない人にも医学について知って



 

 

もらえる機会を提供することができた。またダンス企画を提供することで、親子を含め

て地域の方々に医学部祭に親近感をもってもらい、足を運んでもらうことができた。 

また本プロジェクト事業を実施したことにより、例年より多くの方に医学部祭にご来

場いただいた（二日合計 2988 名、前年比 120％）。またその中には親子連れや、県外を

含む遠方から来ていた方も多くかった。本プロジェクトの目的である幅広い年齢層や地

域の人を招き香川大学の魅力を知ってもらうという目的に相応しい活動を行うことがで

きた。 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

医療講演において、現在話題となっている

香川大学 OBの医師を講師としてお呼びするこ

とで、学生のモチベーションを上げることが

できた。また医学展も香川県東讃保健福祉事

務所のような他機関と共に多くの企画を行う

ことで、計画やコミュニケーションのやり方

を学ぶことができた。また周産期医療や周産

期救急に関する日本や世界の医療の現状を知

ることで多くの学生が周産期医療への興味を

持つことができた。 

 

６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等    

今までの医学部祭より外部の人たちと連携

をとる必要が多かったが、そこに計画立てやコミュニケーションの大変さを多く感じた

ので、より円滑な運営を図るには綿密な準備が必要と感じた。また医療講演は講師が今

ドラマなどで話題の医師であったため多くの人たちの興味を持っていただくことができ

たが、今後継続して話題性のある本学 OB の方を呼ぶには機宜を得られるかの問題もあ

る。今回感じた問題点を次回の医学部祭に活かせるように、しっかりと次期医学部祭実

行委員に引継ぎを行いたい。 

 

７．実施メンバー７．実施メンバー７．実施メンバー７．実施メンバー    

  代表者 山内 豊  （医学部医学科３年）  上谷 真生 （医学部医学科３年） 

  構成員 田中 智裕 （医学部医学科３年）  占部 裕太 （医学部医学科３年） 
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香川 真理子（医学部医学科３年）  川手 大輝 （医学部医学科３年） 

木村 亮太 （医学部医学科３年）  田中 悠介 （医学部医学科３年） 

藤田 真帆 （医学部医学科３年）  古市 愛  （医学部医学科３年） 

白神 優佳 （医学部看護科３年）  草野 湧  （医学部医学科３年） 

濵田 裕晟 （医学部医学科２年）  山本 真衣 （医学部看護科３年） 



 

 

朝倉 早耶 （医学部医学科３年）  柏井 康彦 （医学部医学科３年） 

菊池 茉優 （医学部医学科３年）  小島 一輝 （医学部医学科３年） 

斎藤 賢寿 （医学部医学科３年）  作山 浩希 （医学部医学科３年） 

佐藤 和徳 （医学部医学科３年）  滝川 寛之 （医学部医学科３年） 

福長 美月 （医学部医学科３年）  髙島 尭  （医学部医学科３年） 

長江 桃夏 （医学部医学科３年）  渡邉 朱里 （医学部医学科３年） 

山内 彩希帆（医学部医学科３年）  寺岡 真奈美（医学部看護科３年） 
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